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１．はじめに 

CALS/EC の普及に伴って、従来は紙中心で提出され

ていた地質調査の報告書などの情報が、電子データと

して各自治体に集まるようになった。また、紙上の地

質データの電子化も進んでいる。その電子化された地

盤情報を有効活用するために、各自治体で地盤情報の

データベース化が進んでいる。地盤情報のデータベー

スの多くには、地図上のボーリング位置から柱状図を

閲覧できる機能が同様にあるが、各自治体によって内

容・保存方法は様々である。そこで、各地域で集積さ

れた地盤情報データベースと学術的地盤情報を融合

し、全国を統一基準でモデル化する「全国電子地盤図」

の作成が試みられ、大阪府や九州で先行して作成が行

われている。 

本研究では、前橋市内を中心とする地域を対象とし

て、「全国電子地盤図」のための地盤モデル作成を意

識しながら、対象区域に存在するデータの分布状況を

調べた。本文では、その結果を示すとともに、地形区

分図とデータの内容との対応を比較検討した。 

２．「全国電子地盤図」の地盤モデル 

地盤情報データベースを利用して全国の地盤をモ

デル化する構想がある。この際に作られるものを「全

国電子地盤図」と称する。「全国電子地盤図」の地盤

モデルは以下のように作成される。 

まず、日本を国土地理院により定められた約 250×

250 ㎡の地域標準メッシュで区画・分類する。そして

メッシュ 1 つにつきその区画を代表する土質柱状図

を作成し、これをそのメッシュの地盤モデルとする。

先行してモデル作成の行われている大阪や九州では、

主としてメッシュ内の複数の柱状図を参照し、該当す

る深さで一番多い土質区分を使ってモデルが作成さ

れる。メッシュ内にデータが存在しないときは、隣接 

 

 

 

メッシュのデータを利用してモデルが作成される。

「全国電子地盤図」ではすべてのメッシュでもれなく

モデルが作成されるので、これを用いて地域の地盤の

三次元的な広がりを明解に示すことが可能である。ま

た、地盤解析のデータ作成に役立つ。 

３．データ存在箇所の分布状況 

前橋市内の中心部を含む約 10×10ｋ㎡を扱う。こ

の中に 250m メッシュは 1600 個存在する。1/25000 の

地図にインターネット上で公開されている群馬県ボ

ーリングマップを基に、地盤データをそれぞれプロッ

トした。さらに地盤データの存在個数ごとに色分けを

行ったものを図―１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

空白域(0個) 1180個 

黄色メッシュ（1個） 221個 

黄緑色メッシュ（2，3個） 157個 

水色メッシュ(4個～) 42個 

キーワード  地盤情報  データベース化  電子地盤図  地盤モデル 

連絡先  〒371-8016群馬県前橋市上佐鳥町 460-1  TEL 027-265-7305 

図―１ 前橋駅周辺のデータ存在箇所分布図 

色は 250ｍメッシュ内の地盤データの数を示す 

空白：1個も持たない、 ：１個持つ    

：２個か３個持つ、 ：4個以上持つ 

表―１ 対象地域内のメッシュの数 
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対象地域に存在するデータの総数は 1012 個であり、

表―１からもわかる通り、250ｍメッシュが 1600 個あ

るうち、地盤データを持たない空白域は 1180 個で全

体の７割以上を占める。これは官公庁のみのデータで

あるためで、地盤データは幹線道路や公共施設付近に

存在するが、田畑や住宅街など民地ではほとんど見ら

れない。電子地盤図作成にあたってこの空白域をいか

にモデル化するかが課題となる。 

４．地形区分図との対応 

次に図―２に示すように 1/25000 の地図で色分け

した 250ｍメッシュの対象地区全体を前橋市史に載

っている市の地形区分図と重ねた。 

前橋市の地形の特徴は図―２の地形図に示すよう

に大きく 4つに分かれる。まず北部に火山灰や粘土、

土石流堆積物などで構成されている赤城火山斜面が

ある。南部には主に火山泥流堆積物や火山灰質シルト

によって構成される前橋台地が広がり、前橋台地の中

には利根川氾濫原が存在する。赤城火山斜面と前橋台

地の間には過去の利根川流路に沿って広瀬川低地が

広がっている。広瀬川低地は、比較的上層部には一般

に 10m 内外の厚さで未固結の砂礫(広瀬川砂礫層)が

堆積している。このように市全体としての地形や地質

はかなり変化に富んでいる。 

図－２の地形区分と実際のボーリング結果を比べ

てみる。図―３に示したのは前橋台地内にある地盤デ

ータの柱状図と広瀬川低地内にある地盤データの柱

状図である。前橋台地内の柱状図では深度 6.4ｍ～7

ｍに火砕流堆積物、7ｍ～11.25m に火山泥流堆積物が 

  

 

 

存在し、この地形区分の特徴を示している。一方、広

瀬川低地内の柱状図に関しては深度 1.3m～8.10mの上

層部に砂礫層が見られ、これも地形区分の特徴と対応

している。電子地盤図の地盤モデルを作成するに当た

っては、このような地形区分との対応を考慮しながら

の作業が有用となろう。 

５．まとめ 

 前橋の地盤情報の分布状況について調べた。本文に

示したように、250ｍメッシュ内にデータの存在しな

い箇所は全体の 7割以上となっている。また。既存の

地形区分図と地盤情報の対応を調べた。電子地盤図の

モデルを作成する場合は、地形区分を念頭に置きなが

らの適切な作業が必要となる。 
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図―２ 前橋市の地形区分図と地盤データ分布図

図―３前橋台地内の柱状図 広瀬川低地内の柱状図 
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